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1944 年山口生まれ、整体指導者の父より 5 歳の時から手ほどきを受け、その後欧州

で鍼灸を指導する、一方スイス・ドイツで西洋医学を学び帰国後から現在に至るまで

東京・山口で整体指導を続けている・・・延べ 100万人超の驚異的な診察実績！ 

著書はシリーズ累計 45万部超「弱かった体がよみがえる人体力学」他多数 

“もし熱によって治すことが出来なければ、それは不治の病だけだろう” ヒポクラテス 

＊たった 5分で体に革命を起こす・凄い熱刺激 

①余命 3 ヶ月と言われた膵臓癌が 3 ヶ月で消えていた 

②アトピー性皮膚炎のかゆみがその場で収まり、続けるうちに肌が綺麗になった 

③長年悩まされ続け低下した視力が回復し眼鏡が不要になった 

その他にも腰痛・頭痛・坐骨神経痛・歯痛・肩の痛み・肋間神経痛・生理痛など様々 

な痛みが消えた・、血圧がその場で 20下がり基準値を下回った、ねんざで長引くと 

診断されたが 1週間で治った、ポッコリお腹がすっきりした、白内障・老眼・不眠症・ 

精神的イライラ・更年期障害・慢性疲労等患部を特定できない症状にも有効・・・ 

この様に嬉しい声を開業から半世紀にわたり人生の大半をかけて 10０万人程の体 

を診察し続けて“ここまで効くとは！”と私自身うなった例が沢山あり、それは身体の 

中に生じた「熱不足」を上手く解消できたからです。 

＊部分的な体温低下が“癌を呼ぶこともある”～長期間放っておくと、そこの体液は 

悪化して臓器の機能低下・筋肉や血管が硬くなり病気や不調痛みが生じやすくなり

或いは癌細胞が増殖等元々抱えていた症状迄も悪化しやすい、これを解消するの

が“凄い熱の刺激”の力です・・・やり方は拍子抜けするほど簡単です・・・ 

１．タオルで毛羽の多いやや厚手の長さ８５cm幅３５cm程度のものを長い辺を三つ折り 

  更に 2つ折りにして水がしたたり落ちない程度に全体を湿らす 

２．電子レンジで 50度にセットし 1分半程度暖める 

3．気になる痛みのある所に 3～5分程度置いた後にタオルを外し乾いたタオルで拭く 

４．もう一度、電子レンジで温めて、同じ部位に 3～5分置いた後に乾いたタオルで拭く 

５．一日 3回（8時間毎）同じ部位で行う 

～熱刺激が効く万能のポイント～ 

① 頭の後ろ・首の髪の毛の生え際（両耳の中間） 

② 両肩の間の背骨 

③ 臍の裏の背骨 

～もし熱を感じない部位は注意が必要で病気の不調を呼び寄せています～ 

～痛みは生きる上で必要なブレーキで骨折したら修復が必要と脳に痛みを届ける 



 神経の状態や血流が悪化し麻痺したような部位は負担ばかり増し過剰となります・ 

そして低体温となり 35 度 c 前後に下がると癌細胞の活動が活発となります、体温が

40度 c程度に上がれば免疫力が数倍に跳ね上がる話は一般的になりました、最近は 

「体にダメージを与えるような危険な発熱以外は無理に下げない」医師が増えました。 

～日本人の体温は下がり、身体は弱り続けて、それに呼応するように病気や不明を訴

える人は増える一方です、だからこそ“凄い熱刺激”の存在を知り実行して欲しい! 

～“凄い熱刺激”が圧倒的に優れている点は患部を温める力の強さだけではなく、熱

によって刺激され自然に冷える過程で“患部が勝手に温まる”ところにあるのです！ 

 温めるだけなら熱い湯舟・カイロを使う・暑いお茶でも良いのですが劇的な効果はな

く・患部が勝手に温まることはないのです。 

～「与えられるだけの熱」では体は治らない～体の各部位の働きを回復させる為には

自律的に温かい血液がしっかり流れ続けるようになるための刺激が必要で、これを

たった 5分で実現し体の中から熱を呼び起こすのが“凄い熱刺激”なのです。 

１． なぜ、あなたは病気や痛みに悩まされ続けるのか～現代人の多くは後頭部や背骨 

お腹が固く、感じる温度も低くなっているので熱不足の部位が存在しているのです 

知らぬ間に体を蝕むのが体液の滞りです、役目を終えた細胞は免疫細胞等により

分解され体内で再利用されるか体外に排出されるかしますが体液の滞った部位で

はそれが残り続けて死んでいる細胞は健康な部位から熱を奪い、悪影響を及ぼす

そこは機能的に「死んでいる状態」になるのです。 

栄養素や酸素を含んだ血液は毛細血管を通じて細胞内液に届きます、細胞内液

は何と体重の 40％も占めると言われるほど大量にあり、栄養素や酸素は身体を動

かし修復する為に使われ不要な代謝物を静脈で回収します、これを繰り返す血液

は本当に働き者で体重の 5％しかない血液が如何に働き者かよく分かります。 

血液中の酸素が上手く届かないと二酸化炭素や老廃物が溜まってそのストレスが

血管内に発痛物質を生み神経に伝え痛みや凝り・疲労などを強く感じる。 

２． 凄い熱刺激が体によく聞く仕組み 

①「高めの温度」だから、患部を刺激できる、鬱やストレスにも効くと報告も数多い 

～なぜ、身体を変える刺激の中でも熱刺激が優れているのか、熱刺激は特別な技 

 も資格もません、もちろん害もありません、熱刺激で効果を高める上で重要なの 

 は温度差、約 50度 cの熱いタオルを当てるのですから当然で当てた部位の 

 皮膚や筋肉は強く緊張します、普段あまり接しない温度を使うから短時間で体を 

 治す方向づけが出来るのです熱刺激が体を劇的に変える秘密がこの温度差！ 

 入浴の前後 2時間・運動後は熱刺激を避けるべきです。 

②「冷める」から、身体は勝手に治り始める（冷めない熱には何の効果もない） 

 タオルが冷めると患部は貰えていた筈の熱を受け取れません、すると緩んだ患

部に血液を流す働きが復活し始めます、しかも冷める過程で周辺の健康な部位



が弱った患部以上に活性化し血流が上がって自らも熱を発しますので患部への血

流やそのほかの体液の流れを強力にサポートします。 

～マッサージ等での長時間の刺激は百害あって一利なしと断言します 

③ リズムがあるから高い効果が得られる～体には様々な周期がある、体温は 20時頃

にピークを迎え夜眠りにつくころから下がり始め 4 時前後で一番低くなり起床する

時間で上がり始めます睡眠時間が少なくても体温がしっかり下がる人は熟睡できる 

発熱は健康なカラダを取り戻す為のギフト、高い熱はウイルスや不調の原因迄  

焼き払うかのような効果があります！熱が下がっても半日はゆっくり休む事と栄養

を摂りすぎない事が肝要です！ 

④ ピンポイントで患部を変えられ・狙いすまさなくても数回すれば患部にしっかり届く 

痛みが消えれば体は勝手に治り始める 

⑤ “湿った熱”だから体によく浸透する～乾いた熱では患部に届かない 

３． 熱刺激の効果が高まるやり方のコツ～ぬるめでは効果がありません手で熱い程度 

大抵の症状は 3回ほど繰り返せば熱が患部まで浸透します（5回迄が限度）分かり

易い限度は気持ち良さが感じられなくなった時、やりすぎより物足りない程度がよい 

～効率よく体を変えるなら「8時間を意識する」子供は 6時間を目安に開けて行う 

～寝る前と目覚めてすぐは刺激のゴールデンタイム 

～熱刺激を行う個所は必ず 1 ヶ所・暑いタオルをあてた後でも赤くならない箇所が 

あれば数回する事で赤くなります 

  ～絶対に避けたい時は医師に安静を指示された時です 

  ～体が過敏な時＝普段何ともない光を眩しく感じる・体に触れるだけで不快感な時 

    は熱刺激だけでなく冷たい水や目を酷使するテレビやスマホ・読書は避ける 

  ～他人にしてあげる時は注意が寛容です特に子供は大人より血流が多く敏感です 

４． 病気や不調が“勝手に治る体”とはどこが違う～日本人の 8割以上は運動習慣な 

 し、一方テレビ・スマホ・パソコンで頭や目の強い刺激で神経や脳は疲労が蓄積 

～いつも以上に動けば常にいつも以上に動けるようになるため体は変わります 

～なぜ外国人はお湯の出ないシャワーだけで大丈夫なのか？その秘密は体温で 

 井本整体のフランス支部の指導者によると彼等の平熱は 37，2度 cもある由です 

 彼等の体に触れると温かいだけでなく弾力もあり免疫力も高い状態を保っている 

～高い熱には癌細胞を死滅させる力がある・平熱より 6度 c高いと癌細胞は死滅 

 1度 c程下がったら癌細胞は活性化し、発熱で病気は不調との戦いを有利にし 

ケガなどで損傷した箇所の修復と不要になったものを排出して楽にしてくれる 

但し発熱後はしっかり休む事で発熱がぶり返すのは衰弱した体で無理するから 

  ～たった 1時間で風邪を治すための条件＝私（井本）は風邪で 40度 c迄熱が出 

て背中にお寒が出てすぐに 40度 c迄体温が上がり 1時間後には平熱に戻った 

病気にかかっても熱が上がらない人が急増しています、微熱が長く続くので辛い



症状も長引くのです。急激に熱を下げる薬を飲むと不調を一掃できない体になる。 

同じ年齢でも若々しい人と老けた人がいるのは刺激と休養のバランス差が大きい。 

５． 弱った体を強くする凄い熱刺激＝後頭部への熱刺激 

 ～脳と背中を通る脊髄をつなぐ部位で重要な延髄は自律神経との関係が深いので

無意識に行う呼吸の調整・心拍の上下や血管の拡張・収縮、食物の消化活動、

汗の分泌、くしゃみやせきと言った反射的な身体の働きを勝手にこなしてくれます 

① 交感神経が優位で副交感神経の働きが鈍っている＝常にストレスを受ける人 

② 交感神経も副交感神経も働きが鈍っている＝心や体にダメージが蓄積していく 

 ＊自律神経を活性化するには後頭部へ熱刺激、汗が出るのは最悪期を脱した証拠 

  で視力低下・花粉症・中耳炎・蓄膿症・歯の痛み・頭痛・精神的イライラにも効果  

   あり（スマホ・パソコン・テレビ見すぎ） 

 ＊呼吸を楽にする肩甲骨の間へ熱刺激～せき・くしゃみ・息をしっかり吸えない人は 

朝目覚めてすぐにすると呼吸が楽になる、デスクワークが多い方に是非お勧め 

 ＊腰や足の様々な症状迄解消できる～仙骨の上あたりへの熱刺激をすることで直ぐ 

に坐骨神経痛が消えた人もいます 

 ＊首を揉だり押さない～筋肉のバランスが崩れ神経伝達に異常をきたし危険です 

  どの箇所も同じですが痛みが増すなら熱刺激はやめてください 

 ＊軟骨やひざ関節に異常がある場合は膝関節をはさむようして熱刺激してゆっくり 

膝を曲げ延ばす（軟骨は血流が極端に少なく時間がかかりサプリメントは効かず） 

 ⁂婦人科系の痛み～痛みのある部位への熱刺激が効果的です＝20年来の痛みが 

1回の熱刺激で消えた 55歳の女性は逢う人ごとに熱刺激を勧めています 

 ⁂完治に 1 ヶ月以上かかると言われたねん挫が数日で完治＝ハイヒールを履いてい 

   てやっちゃいました・足首が倍に腫れる程で朝晩熱刺激を続け翌日には赤黒い 

感じが 1 週間で消え数日で痛みを感じない程度に回復して本当に良かったです。 

 ⁂5年後の生存率が 5％以下で 99％治らないと言われた膵臓がんが 3 ヶ月で消え 

   た（65歳女性）＝肩と肩背中の当たりに 1日 3回、お腹の側にも癌を挟み撃ちに 

するつもりで食事内容も見直しすると 3 ヶ月後に何回検査しても癌は消えていた 

 ⁂膵臓癌が進行していて余命半年と原因不明の腹痛は手の施しようがないと言わ

れたが熱刺激で腹痛は一度で消え、もう 2年に最近は益々元気です（69歳男性）  

 ⁂手術が必要と言われた喉頭がんが綺麗に消えた～すぐに手術と言われたが熱刺

激をしたら数日で貼れている部分が赤くなり少し不安でしたが続けていると腫れ

ている部分が裂けドンドン膿が出て続けていると腫れが引いて肌も綺麗になった 

   病院に行くと癌は消えていると言われ余りの効果に驚きです（65歳主婦） 

 ⁂アトピー性皮膚炎～20代になって小さな皮膚炎から 40代には皮膚がカチカチに 

   うずくようなかゆみで熱刺激を試したらずいぶん楽になり繰り返すうちに皮膚が割

れてドロッとしたリンパ液が 3 ヶ月ほど出て翌年はさらに 2 ヶ月激しくなったものの  



   4年目には遂にかゆみが出なくなりました（44歳女性・会社員） 

 ⁂理性が飛ぶほどのかゆみから解放された～顔・首・手・足が常時赤く腫れあがって 

   ところどころ出血、熱刺激が良いと聞き試したら体の各部所から黄色い膿が出る

ようになり、必ず治るとやり続ければ治ると絶対的な安心感もあり、元気に仕事が

出来る様になり家族や友人に安心して貰えたことが何よりうれしく感謝（37 歳男性） 

 ⁂再発した結石がたった 3 日でスルッと出た～結石の痛みで手術したが再発し痛む

位置に 1日 1回熱刺激しただけなのに拍子抜け（42歳男性・会社員） 

 ⁂帯状疱疹～80 歳でリュウマチになり帯状疱疹も出て夜は寝れない少しも動けない

状態で熱刺激をし続けていたら綺麗に治りました（83歳女性）  

 ⁂不眠～耳鳴りがするようになり耳鼻咽喉科では異常がなく顎関節に異常があるの

ではと歯科医で受診するも異常なく「この症状ならみぞおちか肩甲骨への熱刺激

が効くでしょう」と勧められ、早速試して本当に気持ちがいい耳鳴りも気にならなく

なり薬を飲まなくても眠れるようになりました（70歳男性） 

 ⁂出産後の体調不良～2 年前に長男を出産直後から乳房の張りと激しい痛みに苦

しみました、第 2 子の出産を控え恐怖が忘れられず、熱刺激をしたら楽になると

聞き肩甲骨の間にして入院中の 5 日間朝晩 2～3 回ずつ続け痛みはゼロ母乳も

よく出て今も完全母乳で育児を楽しめています（34歳女性自営業）   

 

今迄に読んだ本の中でこんなに人様のお役に立てると確信できた本は初めてです。 

一人でも多くの方の苦しみを解放し健康的な生活を取り戻していただきたいものです。 

更に熱刺激の効果を確信されましたら困っている方にお伝えを頂けますれば幸甚です。 

 

感動書籍ガイダンス提供者 株式会社ヘッド 石田隆章  

     

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                 


